




まとめ 

今回,C3d および Index の検討をした。急性腎炎急性期に C3d の高値は認められなかった

が,Index の高値がみられた。C3d の高値がみられなかった理由は明らかでない。しかし急

性腎炎の急性期では CH50,C3 の低値の時期に Index は高値がみられ,経時的な検討でも

CH50,C3 の正常化と共に Index が正常化したことは,C3d より Index の方がより補体活性の

指標になることが考えられた。膜性増殖性腎炎Ⅱおよび variant で CH50,C3 および Index

の高値がみられた。今後,本症におけるCH5O,C3 の変化と Index の変化を経時的に検討する

ことにより,ステロイド剤等の治療効果について検討を行なう予定である。 


